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はじめに

 現在、コンビニには新商品や定番商品などの様々な商品が販売され、消費者の
ニーズに対応している。商品の充実とバランスを考えるため、過去の需要データ
を参考とし、売れ残りと品切れの発生を最小限に抑えるための最適発注法を考察
する。



動機



「シェア」「気温」「曜日効果」「ロケーショ
ン」「群集構造」「居住人数」の6つの項目によっ
て、どれだけ信頼できるかを計量化しています。



課題

“気温が高いほどビールが売れる”は本当か？

雨の日、気温が下がる、曜日によって、、、
どのぐらいの影響がある。

商品売上の予測モデリングを作る



研究目的

利益最適化を用いた結果、利益を最大にする
経済発注量を求める

データセットを作り ディープラーニングを
用いて商品売上の予測モデリングを作成する



開発環境、言語

Ubuntu16.04

Tensorflow

sklearn

Anaconda

Python



開発について

データセット

データを収集、加工、など

学習モデルを建てる

やりたいこと



進捗

 ARIMAモデル （自己回帰移動平均モデル）

 訓練データ



Import

 scikit-learn関係をインポートします



データの読み込み
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